






























































































































































   
４．実践事例 
（１）実践の概要 
   ①教職員間に学び合いの学校文化を育むこと 

























  （２）実践の記録 





  ①記録１（第１回職員会議配布資料：Ｈ２３．４・２） 
   ～４月のスタートの職員会議の最初の言葉～ 
   〈はじめに〉 
  ＝東日本大震災より＝ 
   ○生きようとする意志 
   ○人と人との繋がりが人を生かしている 
   ○日本人の秩序を守る心、精神の安定、不屈の心 
  １．Ｎ小学校 
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   ○地域に脈々と流れるもの 
  ・伝統、文化への誇り（明治時代：開智学校、曳山祭り） 
   ○Ｎ市で一番大きな学校（児童数、教職員数） 
  ２．強みを生かす 
   ○教職員が同じベクトルで力を結集したら、大きな力になり、子どもたちに力を付ける    
  ことができる。 
      ・ミッションを同じにして、進むべき方向を同じにする 
   ○大きいことは弱みにもなる 
  ・教職員がバラバラであったなら、網の目のようにだだ漏れになり、問題が出てくる 
  ・一人の小さな気付きを、全教職員の問題として、組織として対応していく 
  ・バラバラを繋ぐのは、コミュニケーション力、対話力である 
  ３．あらゆる問題をたちまちのうちに解決する万能薬はない 
   ○Ｎ小学校の子どもたちをすぐによくする（力を付ける）万能薬はない 
  ・日々の地道な教育活動を継続するしかない 
  ・日々の教育活動は子どもや保護者、地域との信頼関係をつくる 
   ○課題の解決に向け、みんなの力（知恵）を結集して取組むしかない 
    ・一人のスーパースターより、みんなの力で対応する 
  ・熟議：みんなで知恵を出し合い、話し合い、解決方法を生み出していこう 
  ・熟議ができる学校文化を醸成しよう 
  ・コラボレーション（協働）：お互いの専門性を生かし合おう（リスペクトする心） 
   ○今日よりも明日をよりよく変えていく営みを継続するしかない 
  ・利他の心を持って実践し続けていこう 
  ・心を自分に置くか、心を相手に置くか。心を相手に置いたとき利他の行動が生まれる 
   ○万能薬は、あたりまえのことを地道に継続していくことである（凡事徹底） 
  ４．危機管理 
   ○情報を私物化しない 
  ・報告、連絡、相談をこまめに（相談はされるが、その経過や結果の連絡・報告がない） 
  ・個人→学年→生徒指導主任・教務主任→教頭→校長の流れの厳守 
    ・守りたいのは人情、守りは壁、孤立、事は深刻化、取り返しのつかない事態 
 ・大きな事件となる前には、必ず兆候がある（ここを察知する目を） 
  ・情報のつまりは混乱 
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  ・情報編集能力（事実を大切に伝える） 
   ○苦情はチャンス、まずは受容、傾聴から 
     ・新しい人間関係の構築 
    ・安易な返事は大けがの基 
   ○大きな流れの中で考える。その中でこそ協力が得られる（心がプラスの人が多く集まっている
から）  
      ・引いていては、大きな動きに乗れない。乗れないと負を背負うことになる。（心がマイナス
の人が多く集まっているから） 
   ○「おかしい、危ない」と感じる心を磨く（感性） 
  ・定時定点の観測 
  〈例〉◇毎朝下駄箱を見る、教室のロッカーを見る等 
  ・観察の観点を決めて継続して見る 
  ・自分の思いを捨てると個人の変化が見えてくる 
    
②記録２（思量：Ｈ２３．５・２より抜粋） 
   ～学校の課題の共有～ 












集め解決方法を考えていきましょう。    
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  ③記録３（思量：Ｈ２３．６・２２より抜粋） 
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   ～評価について～ 






















    今年度、本校では全児童に共通して身に付けさせたい力として、持久力の向上があります。こ
れは、新体力テストの結果から、Ｎ小学校の児童は、持久力が経年に渡り全国や県の平均よりも
下回り、低下傾向にあることがわかりました。そこで、目標として「Ｎ小学校の児童の持久力を




































   
⑤記録５（職員研修会配布資料：Ｈ２３．８・２６） 
    ～特別支援教育推進のための支援体制について～ 
   １．大前提 
    ○特別支援教育を中核として本校の学校教育を推進する。 





    ○一人一人の教育的なニーズを把握し、それに基づく指導をすることで、個が持つ力を伸ばす
ことが、教育の本質である。 
   ３．基本的な考え方に基づく本校教育の具現化 





    ○こうした子をどのように指導していけばよいのでしょうか。 
    ・「一人一人の教育的ニーズを把握し、適切な教育や指導を考える。」という視点から指
導を工夫する。 
    ・「何回言ってもできません。」「何回指導してもできません。」は禁句です。 
     それは、教員の指導力の問題だからです。 
   ４．コンサルテーションの考え方に基づく体制づくりの推進 
○コンサルテーションとは、事態を効果的に解決するために、ある専門性を持つ専門家
が、異なる専門性を持つ別の専門家から援助、助言を受けることである。 
     ○この考え方を取り入れて、お互いの専門性を出し合い、指導の手立てを創造していく。 
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    【Ｄさんへの指導】 
    （１）担任が指導に困った時、学年部会でＤさんを話題に出し、一人一人の教育的ニーズに基
づく手立てを協議する。 





    （３）学年部会で指導の効果が上がらない時には、外部講師の招聘も検討する。外部講師とし
ては、市の巡回相談担当者、連携している関係機関の方等を考える。 










                      学年部会 
      外部人材                        校内人材 
 
   
 
        ○学年部会：一人一人の教育的なニーズに基づく指導の工夫 
                    （学年の先生方で協議） 









     ６．参考文献 
       ○特別支援教育であなたの学校を変えよう  北脇美智也著 
       ○特別支援教育であなたの授業を変えよう  北脇美智也著 
       ○特別支援教育であなたの学校経営を変えよう  北脇美智也著 
       ○その他 特別支援教育に係る文献 
 
  ⑥記録６（思量瓦版：Ｈ２３．８・２６より抜粋） 


















































  ⑧記録８（思量：Ｈ２３．１１・１６より抜粋） 
   ～授業で求めたいこと～ 
 １０月から１１月にかけて、４回の研究授業と３人の先生が県教委や市教委、県の部会の提
















   ○教師は、一人ひとりの思いを丸ごと受け止め「聴く」という行為に徹する。 
   ○子どもの尊厳を一人残らず授業の中で尊重する。 
    ・「どの子の発言も素晴らしい。」という信頼と期待がいつもある。 
    ・子ども一人ひとりへの誠実さと教材に対する誠実さが授業の成否を決める。 
   ○授業における教師の仕事は「つなぐ」ことと「もどす」ことにある。 
    ・教材と子どもをつなぎ、ある子と別の子どもをつなぎ、ある知識と別の知識をつなぎ、昨日
学んだことと今日学んだことをつなぎ、教室で学んだことと社会の出来事をつなぎ、子ども
の現在と未来をつないでいく。 
   ○学び合う教室を創造している教師と一方的に授業を行っている教師との違いは、「もどす」こ
とによって教室の全員の学びを保障しているかどうかにある。 



































































   〈つなぐ〉 
 「つなぐ」ということになぜ意味があるのでしょうか。子どもたちは、自ら論理を構築してい
く時に友達や先生の話を聞き入れ考えていきます。その際、教師の論理と子どもの論理がかけ離

































 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
Ａ  × × × × 
Ｂ ○  × × × 
Ｃ ○ ○  × × 
Ｄ ○ ○ ○  × 
Ｅ ○ ○ ○ ○  





































































    ⑩記録１０（思量：Ｈ２４．３・２３より抜粋） 
























   ～小さな気づきを組織で【３】～ 
 「今年度は、子どもが落ち着いている。」と言われる先生がおられます。その理由として考





























  ⑪記録１１（思量：Ｈ２４．４・３より抜粋） 
   ～チームＮ小の船出に際して～ 
 平成２４年度も、皆さんと共に充実した教育実践ができますことを願い、「思量」を書いて
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いきます。４月のスタートにあたり、次のことを頭に置いて実践していただけたらと思います。
先生方の教育実践の参考になれば幸いです。 
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思っています。校内の授業力アップに繋がっていると思います。  
    ①自分なりに考えさせる時間を設定しておられること 
    ②自分なりに考えられるよう工夫されていること 
    ③自分なりに考えたことを書かせておられること 
    ④先生からの一方的な説明が少なくなってきたこと 
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   子どもたちの面積の求め方は、６つぐらいあるかと思います。                         
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  ⑭記録（思量：Ｈ２４．１１・１４より抜粋） 

























  （１）生徒指導 
    ○ミニフリー部会の開催（毎朝） 
     ・その日の朝、「気になる子の様子」を出し合い、対応を確認する。  
        ・大きな課題は、学年部会や生徒指導部会、特別支援教育推進委員会で協議、解決に向けて
の方策を考え、実践する。 
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  （２）特別支援教育推進委員会 
    ○推進委員会の開催（毎月１回） 
     ・課題を持つ子への指導状況の評価と改善方策を協議する。 
     ・全校児童の中で気になる子をピックアップし、対応策を協議する。 
  （３）３部会 
    ○３部会の開催（毎月１回） 
     ・毎月の実践状況の評価と改善方策を協議する。 
  （４）学力向上 
    ○市統一学力テスト（６月）の結果の分析（夏季休業中） 
     ・課題を明確にし、改善方策を明らかにし、２学期から実践する。 
    ○本校独自調査（１２月）を実施し、結果の分析（冬季休業中） 
     ・課題を明確にし、３学期に補充学習を実施する。 
  （５）体力づくり（持久力の向上） 
    ○新体力テストの結果の分析（夏季休業中） 
     ・課題を明確にし、実践の方策を明らかにし、２学期から実践する。 
    ○本校独自にシャトルラン（１２月）を実施し、結果の分析（冬季休業中） 
     ・課題を明確にし、次年度の方策を考える。 
  （６）子どもを語る会（学年部会） 
    ○学年部会で学年の子どもの様子を話し合う（毎週１回） 

















































   平成２４年度の学校評価を生かした学校経営の改善 
  （１）平成２４年度の学校経営の重点 
    ①教職員が仕事に対して誇り、働きがい、生きがいがもてる職場環境を醸成する 
     ○教職員間に学び合いの文化の創造  
    ②児童一人ひとりへの教育の質を高める教育実践の創造 
     ○児童一人ひとりへの指導の質を高める 
       ○授業の質を高める 
 ③組織的な取組みで、実践力を高める 
    ○組織の活性化 
      ・学年部会、３部会、生徒指導部会、ミニフリー部会、特別支援校内推進委員会、子ども
を語る会等 
     ○教師の持ち味を生かし合う組織の創造 
    ④日々の教育活動に組織を機能させ、日、週、月、学期に評価を取り入れ工夫改善を図り、よ
り質の高い教育実践を目指す。 
  （２）学校評価の状況 










    ③「思いやりや命をテーマとした全校道徳の取組み、実践化に向けた道徳指導の充実に努めま
したか」の評価が、９７．２％という高い数値であった。児童の評価でも「友達と仲良くで
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きましたか」の問いに、９６．８％の子が「できている」と回答している。学級経営におい
ても、この観点からの取組みを積極的に実践できた成果であろうと考える。 







  （３）学校評価からわかる学校経営上の成果と課題 
    ①成果 
     ○目標を共有し、教職員の力を結集した組織的な取組みができ、指導の効果が上がっている。 
     ○学年部会や３部会等の組織の力を生かしたり、月１回教育実践を評価する場を設定し指導
の工夫改善をしたりしたことで、より質の高い取組みができるようになった。 
     ○生徒指導の課題の解決に向け、関係機関と密に連携し、校内の組織体制を機能させた取組
みにより、早期発見や早期対応ができるようになってきた。 
     ○県や市の巡回相談や滋賀大学の教授等を招いての研修会が充実し、課題を持つ子への指導
の質が上がってきた。 
     ○ベテラン教員が若手教員へ授業を提供したり、指導助言をしたりする姿が見られるように
なり、学び合う教職員集団の雰囲気が醸成できてきた。 
     ○校内研究会を通して授業を全員公開できるようになり、教職員の資質向上の一助になって
いる。 
    ②課題 
     ○教育活動の一層の質の向上に努める。 
      ◇教育実践の目的と方策の共通理解と工夫改善 
     ○自主性や自立性と思いやりの心を育むための特別活動の工夫改善を図る。 
      ◇児童会活動や委員会活動、縦割り活動等の活性化 
     ○若手教員へのモデルとなりうる教員を育成し、教職員の資質向上に資する。 
      ◇県・市教委の提案や授業を積極的に引き受ける 
     ○自分が持っている知識や技術を「おすそわけ」する組織風土を醸成する。 
          ◇全員公開授業の実施 
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          ◇教職員間の授業公開の常態化 
     ○保護者や地域の方々への本校教育への理解を高める。 
      ◇発信手段であるホームページの工夫改善 
（４）平成２５年度の学校経営の力点 
      教育実践のテーマ 
      ◎自己革新組織を構築し、創意ある教育活動の推進【新規・継続】 
       ○３部会プラス特別支援教育推進委員会の組織の活性化と教育実践の充実 
     ①自学する子どもの育成 
      ○確かな学力部会の取組みの充実【継続・改善】 
      ○授業力向上に向けた研究会や研修会等の充実【継続・改善】 
      ○自学プリントの有効活用【継続】 
      ○ｅライブラリ―の家庭学習への活用【新規】 
       ◇保護者への体験研修会の開催 
   ②豊かな心の育成 
      ○道徳教育の充実 
       ◇全校道徳「思いやり」、「いのち」、「伝統文化」をテーマにした取組み【継続】 
       ◇地域の伝統文化を生かした道徳教材の開発【継続】 
       ◇「連続小説」の取組みの充実【継続・改善】 
       ◇「Ｎ小ともだちの日」の取組みの充実【継続】 
      ○道徳的態度の育成 
       ◇「あいさつ」、「廊下歩行」、「そうじ」の励行【継続】 
      ○伝統文化を大切にした教育活動の推進 
       ◇曳山祭りを題材にした道徳教育の推進（低・中・高学年）【継続】 
       ◇「しゃぎり」を生かした教育活動の創造【継続・新規】 
       ◇地域教材を生かした社会科、総合的な学習の推進【継続】 
      ○環境教育の推進 
       ◇環境保全活動の取組みの日常化【継続・改善】 
        ・古紙の回収、節電、節水の取組み等の推進 
        ・ゴーヤによるグリーンカーテンづくり等 
     ③体力づくりの推進 
      ○Ｂトレの継続実施に向けた教職員一体となっての実践【継続・新規】 
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       ◇Ｂトレメニューの工夫改善 
      ○目標を持って運動に取組めるように、年間に節目となる行事の設定（リレー大会、運動
会、マラソン大会、なわとび大会）【継続】 
     ④特別支援教育の充実 
      ○課題をもつ子への適切な指導 
       ◇校内の特別支援教育推進委員会の組織と運営方法の改善【新規】 
       ◇発達障害の子の理解に基づく、個別の指導計画の充実と指導方法の工夫改善【継続】 
       ◇専門性を有する教員（特別支援コーディネーター、巡回相談員、外部講師等）からの
指導や助言を受けての指導法の改善【改善】 
       ◇Ｎ小取り出し指導プログラムの作成、実施【継続・新規】 
        ・１、２年生の読み書き障害の児童の早期発見、早期指導 
     ⑤生徒指導体制の確立 
      ○教育相談体制の構築【新規】 
       ◇「報・連・相」特に、「報」を大切にしたコミュニケーションの重視 
       ◇校内に児童や保護者が気軽に相談できる場の設定 
       ◇学校の相談窓口の明確化 
       ◇学校運営協議会の組織を生かした保護者が相談できる体制の構築 
       ◇関係機関との連携による教育相談体制の充実 
      ○個別の指導計画の質の向上による指導の充実【継続・改善】 
      ○組織的な指導体制に基づく指導の充実【継続・改善】 
     ⑥教職員の学び合いシステムの構築 
      ○学び合いの教職員集団の醸成 
       ◇「おすそわけ」授業や教職員間の授業公開の常態化【継続・改善】 
       ◇学年部授業提案の実施【継続・改善】 
       ◇学年部で重点教材を共同研究し、授業の充実【新規・継続】 
       ◇県や市の提案授業、師範授業等を積極的に受け、学び合いの場の設定【継続】 
     ⑦保護者や関係機関との連携の充実 
      ○保護者、地域に向けた学校経営方針（学校マニフェスト）の作成、配布【継続】 
      ○学校評価を年間２回実施し、教育実践の見直し【継続】 
       ◇学校マニフェストに基づく、マネジメントサイクルの活性化と機能化 
     ○保護者や地域の方々に本校教育への理解を得るための発信手段の工夫 
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  ２．信頼関係の構築 
 いじめや体罰等が社会問題となってきています。世間の人は、この問題に対して関心を寄せら


























































  ５．危機管理について 



































   ○人は変化を好まないし、同じ事を繰り返す 
 日々の教育実践を評価し、工夫改善しながら実践していくことは大切なことですが、なかなか
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かもしれないからです。   
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創り上げていくことです。このあたりのことが、Ｋ学級の授業からもわかっていただけたのでは
ないでしょうか。 


































































































































































































後略―     
                                              
国文学科・教授 
